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に衣価着せぬ 。暖簾(。れめに腕押 し

千万円奈りとなり、合計が2953債4千万円の当初予算が承 生 人金1,打
認されました。

「当初予算Jと は、年度初めに編成する年間の蔭予算の

平成22年度の予算を警鼓する議会が3月26日に開会しました。今号に数字の躍列
で申し訳ありませんが 予 算関連のご報告をいたします。

今年度の一般会Ilの総額は1604猛6千万円で、ll l年度と比較して98億6

千万円の増となっています。何がrahえたかと言ぃますと、例のバラマキと

も言われている 「子供手当Jと しての国からの交付金が増えたのです。

その他の予算として、国民健康保険や下水道、介設保険等の特別会計が

1189転9千 万11、企業会計といわれる中央卸売市場と病院会言卜が 158ほ8

【暫t衣 詣せぬ】0再 て下るごど〔言いたいせとを茉直=吉 すごど1~1
「衣着せぬJは  飾 らない、の意。         |

【暖簾にDd押し】◇少ヒoユ=ニユがな(ェ!氏?合いのないことのたとえ。|

ことで、議会の度に予算に過不足が生した場合に 「ll正予

算Jが 紅まれます 通 ヤ、決算の際は当初予算より大きな

数子になっています。

毎年の3月議会は 「予算議会Jで 、―般質問に代わって

議実質疑という名ll lになります。そして、何よりも通ヤの

議会と違うのは 「予算特別委員会」を設置して、各会派か

ら3名 に一人の割合で選出した14名の委員により4日 間の

需議を行います。3日 間質疑し、4]日 は 「費武」 「反対J

ゑ

途天長振夫;ら れ古0%を 占める市れは、33%減 の918信 需 “ネ ~~

円です そ の不足者い分を布8うために、庁金を取り航した 「熱り入れ金Jで

81転円,市 忙が106億円を予算計上しました。

数字ばかりで面白くないと思いますが、簡単に言うと 「入ってくるお金

が減って、貯金を取り崩したり猪金を増やした」のです。

歳出 (支出)で は、道路関係等の土木Ftや教育資が減り、何祉関連の民

生費が106億円もII年比暗となっています。

『満きていることわぎ』
船精市議会議員
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の討論を述べます。質問時間は会派の人数により割り当てら

れ、4人 の議員がいる新F■lから出た私は39分の持ち時間でし

た。この39分には市打Uの答介時間は合まれません。質問を整

埋しておかないととても足りませんが 「歯に衣着せぬJ質 問

をして有効に位いました。

ちなみに 一 番質問時間の多い会派は10人の議員がいて、

3名 の委員が出ている公明党で84分でした。以下、国民担康保険関係のご

報告です。

《議案第24号 船 橋市国民憧康保険条例の一部を改正する条例実について》

市全体の人日約81万人のうち約16万人が加入している国民健康保険の条

例が地方税法改正に伴い変更されます。国周建疑保険料には 「所得割Jと

「均年割Jが あり、今回は均等倒の保険科に変更がありました。主なもの

は次の通りです。

1 保 険キヤ率の変更 均 守割額を9500円引き上げる。

39歳以下と65歳から74歳の方………21,950「」―-31)450円

40歳から64歳の方(介謝断淵酬購)… 31.580円―-41080円

2 j4j等』軽減割合の変更 (軽減は所得とせ常大数により41限があります)

6剖 軽減―-7割 妊減に (下の4割 、3割 は軽減されない負担分)

(21)95011X4割-8,770円<31450円 X3割 -9420円 )

(8770円-9420円 ‐650円の地御

4割軽減―-5剖 軽減に (下の6割、5割 は毎戒されない負担分)

(21.950円×6割 -13,180円<31卜 450円X5』 -15,720円)

(13160-15,720-2.580円あ増櫛

2剖 軽減十一新規に追加しました。

(21950円 <31450円 X2割 =25150円 )

(21,950同-25.150円-3.200円の打御

米軽減割合が大きくなっても支際は増額となります。

3 保 険料限度復の変更

限度額を4万 円引き_Lげる…………59万円―-73万 1」

近隣8市 の40歳における 一人当たりの保険村 (108247円)を 比穀する

と 野 田市 教 孫子市 流 山打、柏市 松 ■市、市川市よりも低額で 鎌

ケ谷市と浦安市よりは多くなってい官

私は、年々地大する医療貴のためR

ないのだから、医療Prを増やさない|

々の怪我や病気で医療機関へ行くこて

来として、車の任意保隆と同様に、F

わなかったら保険料を減観することヽ

輩lll成にもなるJと 「び質問しましたが 「曖解にDt押し』の各弁でした。


